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府内五番街商店街において「ふないキッズ
フェスタ」を開催しました。この活動は商
店街の活性化を目的とし、学生が主体と
なって会議や準備を重ね、子供向けワーク
ショップを実施しました。また大分市内の
幼稚園・保育園・こども園の園児の皆さん
に書いてもらった約 1,000 枚の絵を牛乳
パックに巻いてキャンドルを作って点灯
し、多くの方々に見に来ていただきました。

竹田市の卯野農園にて、とうきび（と
うもろこし）生産の歴史や苦労話など
をお聞きし、畑でとうきびの収穫支援
を行いました。また、とうきびを使っ
た食品加工、道の駅における青果と加
工品の商品販売、一般の方々のとうき
び収穫体験の支援業務を担いました。
活動終了後は竹田市内の城下町に移動
し、市内散策を行いました。

大分トリニータの集客を支援する活動
として、今年度は３回、大分ドームで
フェイスシールの販売を行いました。
１か月以上前から、チームのロゴマー
ク、マスコットキャラクターのニータ
ンやリッジ―、選手の背番号と名前の
シールを準備し、本番に向けてミーティ
ングを重ねました。本番当日は多くの
サポーターの方々に、フェイスシール
を付けて応援をいただきました。

竹田市中心部に約２万本の竹灯籠が設
置され、蝋燭の入れ替え・点火作業を
行うとともに、歴史文化館前の灯籠デ
ザインにも取り組みました。また赤い
羽根の共同募金に加え、情報発信活動
にも取り組みました。２日間の活動を
通じて、里山の再生、竹を活用した地
方都市の活性化、持続可能な社会の在
り方について学びました。

トヨタ自動車が社会貢献活動として全
国で実施している参加型のアクション
プログラムで、大分県では「磯崎海岸
をアカウミガメの古里にしよう」をテー
マとして、大分市佐賀関馬場地区磯崎
海岸で開催されました。会場となった
磯崎海岸は、ウミガメが産卵に来る海
岸として知られており、再びウミガメ
が帰ってこられる環境を整備するため
の美化活動を実施しました。

大分市青年会議所が主催する「七夕ブ
ロードウェイ 2024」として、夜空に
飛ばす 10,000 個の風船の準備作業を
担当しました。ヘリウムガスを風船に
入れ、紐を結ぶ作業を行い、準備した
風船を夏の夜空に一斉に解き放まし
た。解き放たれた風船は幻想的な風景
を作り出し、多くの大分市民および観
光客の皆様に喜んでいただきました。


